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０
０
０
円
、
そ
の
他
は
入
居
世
帯

の
収
入
に
よ
り
決
定

▼
提
出
書
類
　
申
込
用
紙
（
建
築
住

宅
グ
ル
ー
プ
で
配
付
）、
住
民
票
、

所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書

▼
応
募
締
切
　
２
月
　
日
（
月
）

１６

▼
決
定
方
法
　
抽
選
で
入
居
決
定
し

ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
建
築
住
宅

グ
ル
ー
プ
（
緯
４
２
～
２
２
２
３
）

※
左
表
の
ほ
か
、
随
時
入
居
者
募
集

中
の
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

住
み
替
え
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
市
営
住
宅
入
居
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
住
宅
　
左
表
の
と
お
り

▼
入
居
資
格

茨
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所
か

勤
務
先
が
あ
る
こ
と

芋
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

鰯
確
実
な
保
証
人
が
い
る
こ
と

允
チ
ロ
ル
団
地
は
、
満
　
歳
以
上
　

１８

５０

歳
未
満
の
単
身
者
で
年
収
が
２
５

０
万
円
以
上
の
方

▼
家
　
賃
　
チ
ロ
ル
団
地
は
２
５
，

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
市
嘱
託
職
員
を
次
に
よ
り
募
集
し

ま
す
。

▼
職
　
種
　
介
護
職
員

▼
募
集
人
数
　
１
人

▼
応
募
資
格
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２

級
課
程
修
了
以
上
の
資
格
を
有
す

る
方

▼
勤
務
場
所
　
救
護
施
設
親
愛
の
家

▼
勤
務
条
件
　
市
嘱
託
職
員
取
扱
要

綱
な
ど
の
定
め
に
よ
る

▼
報
酬
月
額
　
１
１
５
，３
０
０
円

▼
手
　
当
　
通
勤
費
、
宿
直
手
当
、

報
償
金
（
満
　
歳
未
満
の
場
合
）

６０

等
▼
採
用
予
定
日
　
本
年
４
月
１
日

▼
試
験
科
目
　
面
接

▼
採
用
試
験
予
定
日
　
２
月
　
日
２０

▼
応
募
締
切
　
２
月
　
日
（
金
）

１３

▼
提
出
書
類
　
採
用
願
書
、
履
歴
書
、

修
了
証
明
書
等
の
写
し

※
採
用
願
書
は
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ

に
あ
り
ま
す
。
履
歴
書
は
市
販
の

も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
企
画

グ
ル
ー
プ
（
緯
４
２
～
３
２
１
２
）

市
嘱
託
職
員
募
集

住宅番号面積種別団地・地区名区　　分

ＴＨ８－２４６９㎡３ＬＤＫ東光３区地区
改良前回

Ｋ３　５５－４－１６２㎡３ＤＫ歌神川向地区

Ｈ５８－３－３６３㎡３ＤＫ本 町 地 区
改良

今回

ＫＫ６２－２－５６３㎡３ＤＫ神威神楽岡地区

ＭＨ７－３５２㎡１ＬＤＫ文珠高台団地

公営

ＭＨ７－４６５㎡２ＬＤＫ文珠高台団地

ＭＨ１１－５６６㎡２ＬＤＫ文珠高台団地

Ｋ５５－２－１６２㎡３ＤＫ文珠みどり団地

Ａ－２３３㎡１ＬＤＫ文珠チロル団地

Ｃ－５３３㎡１ＬＤＫ文珠チロル団地

■募集住宅

楽
生
園
入
園
相
談

受
け
付
け
中

　
中
空
知
養
護
老
人
ホ
ー
ム
楽
生
園

で
は
、
入
園
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
「
よ
り
自

由
に
、
よ
り
平
等
に
、
よ
り
優
し
く
」

を
基
本
理
念
と
し
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
園
の
行
事
で
は
、
定
期
的
に
誕
生

会
や
映
画
鑑
賞
会
、
季
節
的
に
海
風

浴
や
盆
踊
り
大
会
な
ど
を
行
い
、
充

実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。
入
園
に
関
し
て
の
相

談
や
施
設
の
見
学
な
ど
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
業
グ
ル
ー

プ
（
緯
４
２
～
３
２
１
７
）
ま
た

は
中
空
知
養
護
老
人
ホ
ー
ム
楽
生

園
（
緯
４
２
～
２
４
６
８
）

巧
の
技
と
ふ
れ
あ
う
日

　
地
域
の
技
術
者
や
企
業
な
ど
が
習

得
し
て
い
る
技
術
や
技
能
に
、
身
近

に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
催
し
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
技
能
体
験
や
実
演
の
ほ

か
、
作
品
の
展
示
や
即
売
会
な
ど
を

行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
３
月
　
日
（
土
）
午
前

１４

　
時
～
午
後
３
時

１０
▼
場
　
所
　
滝
川
市
流
通
団
地
３
丁

目
６
番
　
号
２３

▼
問
い
合
わ
せ
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
空
知
（
緯
２
４
～
１
８
８

０
）

学
童
保
育
室

　
教
育
委
員
会
で
は
、
神
威
児
童
セ

ン
タ
ー
に
学
童
保
育
室
を
設
置
し
、

保
護
者
が
仕
事
等
に
よ
り
不
在
の
場

合
、
下
校
後
の
児
童
を
預
か
り
生
活

指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
利
用
者
を
次
の
と

２１

お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
定
　
員
　
　
人
１５

▼
対
　
象
　
小
学
校
１
年
生
か
ら
３

年
生
ま
で
の
児
童
。
た
だ
し
、
利

用
日
数
が
１
か
月
に
　
日
以
上
あ

１３

る
こ
と
。

▼
経
　
費
　
お
や
つ
代
及
び
父
母
会

費
と
し
て
月
額
２
，０
０
０
円
か

か
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
　
２
月
　
日
（
月
）
ま

２３

で
に
教
育
委
員
会
備
え
付
け
の
用

紙
で
学
童
保
育
室
（
緯
４
２
～
３

１
９
２
）
ま
た
は
社
会
教
育
グ
ル

ー
プ
（
緯
４
２
～
４
２
２
３
）へ
。



15

受給額（全額納

付時との比較）

月　額

納付額
免除の種別

１/３－全 額 免 除

１/２３,６００円４分の３免除

２/３７,２１０円半 額 免 除

５/６１０,８１０円４分の１免除

■免除期間の保険料と将来の年金受給額

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

くらしの情報

る
た
め
賃
金
の
一
部
を
助
成
。

計
試
行
雇
用
奨
励
金
（
拡
充
）

　
中
高
年
齢
者
、
若
年
者
の
対
象
年

齢
の
範
囲
を
拡
充
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
滝

川
（
緯
２
２
～
３
４
１
６
）
ま
た

は
雇
用
助
成
金
さ
っ
ぽ
ろ
セ
ン
タ

ー
（
緯
０
１
１
～
７
０
９
～
２
３

１
１
）

　
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
、

ま
た
は
失
業
な
ど
で
保
険
料
を
納
付

で
き
な
い
方
は
、
申
請
に
よ
り
全
額

ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
申
請
せ
ず
に
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
将
来
年
金
を
も
ら
え
な
か

っ
た
り
、
障
が
い
を
受
け
た
と
き
に

障
害
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が

あ
る
の
で
、
納
付
が
困
難
な
と
き
は

免
除
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
納
付
が
免
除
さ
れ
る
所
得
基
準

　
前
年
の
所
得
が
次
の
範
囲
内
で
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▽
全
額
免
除
＝
（
扶
養
親
族
の
数
＋

１
）
×
　
万
円
＋
　
万
円

３５

２２

▽
４
分
の
３
免
除
＝
　
万
円
＋
扶
養

７８

親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控

除
額
等

▽
半
額
免
除
＝
１
１
８
万
円
＋
扶
養

親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控

除
額
等

▽
４
分
の
１
免
除
＝
１
５
８
万
円
＋

国
民
年
金
免
除
制
度

扶
養
親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険

料
控
除
額
等

※
申
請
者
本
人
の
ほ
か
に
配
偶
者
及

び
世
帯
主
も
こ
の
基
準
の
範
囲
内

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
免
除
を
受
け
て
か
ら
　
年
以
内
で

１０

あ
れ
ば
、
免
除
期
間
の
保
険
料
を

後
か
ら
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
生
活
グ
ル
ー

プ
（
緯
４
２
～
３
２
１
７
）

安
心
実
現
の
た
め
の

緊
急
総
合
対
策

　
中
小
企
業
の
雇
用
維
持
等
創
業
支

援
を
目
的
に
助
成
金
の
制
度
創
設
や

助
成
内
容
の
拡
充
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

繋
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金

 

（
創
設
）

　
経
済
上
の
理
由
に
よ
る
企
業
収
益

の
悪
化
か
ら
生
産
量
が
減
少
し
、
事

業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

中
小
事
業
主
が
休
業
等
を
行
っ
た
場

合
、
休
業
手
当
相
当
額
の
５
分
の
４

を
助
成
。

罫
地
域
再
生
中
小
事
業
創
業
事
業
助

成
金
（
創
設
）

　
新
た
に
食
料
品
製
造
業
、
飲
食
料

品
小
売
業
、
介
護
事
業
等
、
情
報
サ

ー
ビ
ス
業
、
宿
泊
業
、
飲
食
店
を
創

業
す
る
中
小
企
業
事
業
主
に
対
し
、

創
業
経
費
（
対
象
経
費
の
２
分
の
１
）

及
び
労
働
者
雇
い
入
れ
の
経
費
（
１

人
　
万
円
）
を
助
成
。

６０
茎
高
年
齢
者
雇
用
開
発
特
別
奨
励
金

 

（
創
設
）

　
　
歳
以
上
の
方
を
雇
い
入
れ
た
場

６５
合
の
賃
金
の
一
部
を
助
成
。

荊
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

 

（
拡
充
）

　
中
小
企
業
が
障
が
い
者
を
雇
い
入

れ
た
場
合
の
賃
金
の
一
部
助
成
を
拡

充
。

蛍
介
護
未
経
験
者
確
保
等
助
成
金

 

（
創
設
）

　
介
護
未
経
験
者
の
職
場
定
着
を
図

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

化
石
・
銘
石

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　
郷
土
館
で
は
、
三
笠
市
在
住
の
 国
 

こ
く

 分
  博
  治
 さ
ん
が
収
集
し
た
６
，５
０

ぶ
ん
 ひ
ろ
 
じ

０
万
年
前
に
絶
滅
し
た
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
の
化
石
を
は
じ
め
、
上
湧
別
町
在

住
の
 武
  田
  恒
  美
 さ
ん
が
収
集
し
た
、

た
け
 
だ
 
つ
ね
 
み

宇
宙
か
ら
落
下
し
た
石
（
隕
石
）
、
幸

運
を
呼
び
込
む
と
さ
れ
る
水
晶
、
メ

ノ
ウ
等
の
美
し
い
鑑
賞
石
を
展
示
す

る
「
化
石
・
銘
石
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
来
場
さ
れ
た
方
に
は
、
武
田
さ
ん

の
ご
好
意
に
よ
り
、
抽
選
で
十
勝
石

原
石
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
と
　
き
　
２
月
　
日
（
土
）
～
３

１４

月
　
日
（
日
）

２９

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
館

▼
入
館
料
　
大
人
２
０
０
円
、
小
・

中
学
生
１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
　
郷
土
館
（
緯
４
３

～
２
１
３
１
）

２
月
７
日
は

「
北
方
領
土
の
日
」

　
北
方
領
土
は
、
北
海
道
本
島
の
北

東
の
洋
上
に
連
な
っ
て
い
る
、
歯
舞

群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉
島

の
四
島
で
、
面
積
は
千
葉
県
の
広
さ

に
ほ
ぼ
匹
敵
し
、
我
が
国
民
が
父
祖

伝
来
の
地
と
し
て
受
け
継
い
で
き
た

土
地
で
す
。
領
土
問
題
の
解
決
に
は

長
い
時
間
と
労
力
が
必
要
で
す
が
、

日
本
の
北
方
領
土
返
還
要
求
の
正
当

性
を
世
界
各
国
に
訴
え
、
返
還
に
向

け
た
良
好
な
国
際
環
境
を
作
り
あ
げ

る
た
め
、
国
際
世
論
へ
の
呼
び
か
け

を
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
国
・
道
・
市
町
村
と
関
係
団
体
で

は
、「
北
方
領
土
の
日
」
を
中
心
と
し

た
１
か
月
間
を
特
別
啓
発
期
間
と
し

て
お
り
、
全
国
各
地
で
領
土
返
還
に

第
６
回
盲
導
犬
宿
泊

体
験
セ
ミ
ナ
ー

▼
と
　
き

▽
３
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時

２１

▽
３
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時

２２

▼
と
こ
ろ
　
（
財
）
北
海
道
盲
導
犬
協

会
（
札
幌
市
南
区
南
　
条
西
８
丁

３０

目
１
倆
１
）

▼
対
象
者
　

▽
視
覚
障
が
い
に
よ
る
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
　
歳
以
上
の
方

１５

で
、
こ
れ
ま
で
盲
導
犬
と
の
生
活

を
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
方
と
、

同
伴
の
方

▽
原
則
、
北
海
道
・
青
森
県
・
秋
田

県
・
岩
手
県
・
新
潟
県
（
当
協
会

の
貸
与
主
要
地
域
）
に
お
住
ま
い

の
方

▼
募
集
人
数
　
７
人

※
７
人
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場

合
は
当
協
会
の
規
定
に
沿
っ
て
選

考
し
ま
す
。

▼
参
加
費
　
２
，５
０
０
円

▼
申
し
込
み
　
２
月
　
日
（
木
）
ま

２６

で
に
苛
北
海
道
盲
導
犬
協
会
　
 河
 

こ
う

 野
 （
緯
０
１
１
～
５
８
２
～
８
２

の２
２
）
へ
。

関
す
る
啓
発
事
業
や
署
名
活
動
な
ど

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
領
土
問
題
は
国

民
共
通
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
意
識

す
る
と
と
も
に
、
返
還
要
求
運
動
へ

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〈
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ
〉
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編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
総
務
財
政
課
広
報
情
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
電
話
４
２
～
３
２
１
２
番
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
留
萌
印
刷
㈱

彊おたんじょう　おめでとう

　 逢坂 　 　 綾 ちゃん（ 逢坂 　 秀  夫 さん）歌神
あいさか あや あいさか ひで お

　 米川   理  依  子 ちゃん（ 米川 　　 統 さん）本町
よねかわ り い こ よねかわ あさむ

恭おくやみ　もうしあげます

　一 瀨    
いちのせ

　　 裕 さん（６１歳・１２月２３日死亡）文珠
ゆたか

　 進藤 　タヱさん（８７歳・１２月２４日死亡）文珠
しんどう

　 三瓶 　 んさん（９６歳・１２月２４日死亡）神威
さんぺい

　 桑島 　 未  子 さん（７６歳・１２月２７日死亡）中村
くわじま すえ こ

空知管内で生産された冬野空知管内で生産された冬野菜菜
とコラーゲンを使った昼食とコラーゲンを使った昼食会会

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３第３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼昼食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食 昼食会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入温泉入浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴
空知管内で生産された冬野空知管内で生産された冬野菜菜

とコラーゲンを使った昼食とコラーゲンを使った昼食会会

第３第３回回 昼食昼食会会＆＆温泉入温泉入浴浴

…………………………………………………………………………………………

くらしの情報

…………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

平成２１年２月１日

◆
お
知
ら
せ
◆
　
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
２
０
１
１
年
（
平
成
　
年
）
７
月
　
日
ま
で
に
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す
。 

〈
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ
〉

２３

２４

人　　　口　　　４,７９２人（－８人）

　　男　　　　　２,１８６人（－３人）

　　女　　　　　２,６０６人（－５人）

世　　　帯　　　２,５１０世帯（ー９世帯）

（平成２０年１２月末日現在）

　　　　 　  　 
す ん

▲第１回の昼食会の様子

お
父
さ
ん
の
料
理
学
校

入
学
者
募
集

　
男
性
の
皆
さ
ん
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
自
分
や
家
族
の
食
事
を
用
意
で

き
ま
す
か
。
健
康
を
気
づ
か
う
な
ら
、

外
食
や
市
販
品
に
頼
ら
ず
、
自
分
で

料
理
を
し
て
食
事
を
用
意
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
料
理
初
心
者
の
男
性
を

対
象
に
料
理
学
校
を
開
講
し
「
食
の

自
立
」
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
調
理

の
基
礎
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
ラ
ン
ス
献

立
の
コ
ツ
、
買
い
物
や
保
存
の
コ
ツ

な
ど
も
学
習
し
ま
す
。

▼
対
　
象
　
市
内
在
住
で
　
歳
以
上

６０

の
男
性

▼
と
　
き
　
全
６
回
コ
ー
ス
、
毎
週

水
曜
日
、
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

　
①
２
月
　
日
　
②
２
月
　
日

１８

２５

　
③
３
月
４
日
　
④
３
月
　
日
１１

　
⑤
３
月
　
日
　
⑥
３
月
　
日

１８

２５

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館

▼
内
　
容
　
ミ
ニ
講
話
と
調
理
実
習

（
和
食
、
中
華
、
洋
食
、
弁
当
な
ど
）

▼
参
加
費
　
１
回
２
０
０
円

▼
定
　
員
　
　
人
１２

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

お
て
ふ
き
、
筆
記
用
具

▼
申
し
込
み
　
２
月
　
日
（
火
）
ま

１０

で
に
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ
（
緯
４

２
～
３
２
１
３
）
へ
。

▼
と
こ
ろ
　
新
十
津
川
町
総
合
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
り
あ
　
ゆ
め

り
あ
ホ
ー
ル

▼
内
　
容

▽
講
　
演
　
「
脳
卒
中
と
い
う
病
気

に
つ
い
て
」

・
講
　
師
　
砂
川
市
立
病
院
脳
神
経

セ
ン
タ
ー
部
長
　
 高
橋
 　
 明
 先
生

た
か
は
し
 

あ
き
ら

ほ
か

▽
演
　
劇
「
も
し
、
脳
卒
中
に
な
っ

た
ら
」

▼
参
加
料
　
無
料

▼
定
　
員
　
３
５
０
人

▼
申
し
込
み
　
滝
川
保
健
所
保
健
推

進
係
（
緯
２
４
～
６
２
０
１
）

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
出
来

る
だ
け
事
前
の
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
が
ん
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
や

み
ん
な
で
「
が
ん
」
を

考
え
る
会

中
空
知
の
が
ん
治
療
に
関
す
る
情
報

な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
患
者
の

立
場
か
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療

の
あ
り
方
を
話
し
合
う
会
で
す
。

▼
と
　
き
　
２
月
　
日
（
土
）
午
後

１４

１
時
　
分
～
同
３
時
　
分
（
午
後

３０

１５

１
時
か
ら
受
付
）

▼
と
こ
ろ
　
た
き
か
わ
文
化
セ
ン
タ

ー
　
２
号
・
３
号
会
議
室

▼
テ
ー
マ
　
「
が
ん
に
つ
い
て
知
ろ

う
、
語
ろ
う
」

▼
内
　
容

▽
講
　
演
　
「
が
ん
」
っ
て
何
？
～
分

か
り
や
す
い
が
ん
の
知
識
～

・
講
　
師
　
砂
川
市
立
病
院
外
科
部

長
兼
地
域
医
療
連
携
室
長
　
 田
  口
 

た
 
ぐ
ち

 宏
  一
 先
生

こ
う
 い
ち

▽
情
報
提
供
　
「
中
空
知
の
が
ん
治

　
脳
卒
中
の
予
防
、
発
症
し
た
場
合

の
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
、
再
発
予
防
の

生
活
な
ど
、
演
劇
を
交
え
な
が
ら
、

医
師
・
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
が
わ

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
３
月
８
日
（
日
）
午
後

１
時
　
分
～
同
３
時
　
分
（
午
後

３０

３０

１
時
か
ら
受
付
）

ス
ト
ッ
プ
鎧
ザ
・
脳
卒
中

療
に
関
連
す
る
社
会
資
源
」

▼
参
加
料
　
無
料

▼
定
　
員
　
１
０
０
人

▼
申
し
込
み
　
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
滝
川
保
健
所
保
健
推
進

係
（
緯
２
４
～
６
２
０
１
）
へ
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

家庭で楽しむ空知の食材

　冬野菜がおいしい時期となりました。今回

は美容と健康をメインとしたコラーゲンを使

った食事を提供します。

　当日は参加者の皆さんを送迎するバスを運

行します。入浴もできますので、気軽に参加く

ださい。

諮と　き　２月１９日昭午前１０時～午後１時

諮ところ　うたしないチロルの湯

諮内　容　・昼食～「冬野菜のコラーゲン（鶏）

鍋をメインとしたメニュー」

　　　　　※料理レシピ・食材も紹介します。

　　　　　・入浴～当日から月末まで有効の

入浴券を差し上げます。

諮参加料　１,０００円

諮申し込み　２月１３日晶までに、商工観光グ

ループ（緯４２～２２２３）へ。


